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谷
本
　
勝
俊
　
議
員

県
原
子
力
防
災
訓
練

問①
周
知
徹
底
は
で
き
た
か
。

②
県
広
域
避
難
計
画
と
は
。

③
訓
練
に
対
し
て
の
総
括

は
。

④
避
難
先
の
情
報
を
事
前
に

住
民
に
伝
え
る
機
会
を
増
や

す
こ
と
が
課
題
だ
が
、
対
応

策
と
そ
れ
以
外
の
課
題
は
。

⑤
今
後
の
訓
練
予
定
は
。

答　
長
尾
総
務
部
長

①
訓
練
対
象
の
双
海
地
区
で

は
注
意
喚
起
の
た
め
、
文
書

や
防
災
行
政
無
線
で
事
前
周

知
を
行
っ
た
。
今
後
は
市
内

全
域
で
の
周
知
に
努
め
た
い
。

②
住
民
や
防
災
関
係
機
関
等

へ
の
情
報
伝
達
体
制
を
整
え

る
と
と
も
に
、
避
難
先
や
避

難
ル
ー
ト
、
避
難
手
段
の
明

示
を
定
め
て
い
る
。
避
難
対

象
は
伊
方
原
発
か
ら
お
お
む

ね
30
㎞
圏
内
、
避
難
者
の
受

け
入
れ
は
避
難
対
象
地
域
を

除
く
本
県
全
域
と
山
口
県
及

び
大
分
県
で
あ
る
。

③
現
在
行
わ
れ
て
い
る
訓
練

は
、
災
害
対
策
の
手
順
等
の

習
得
に
は
効
果
的
で
あ
る
が
、

今
後
は
参
加
者
に
想
定
を
知

ら
せ
な
い
実
践
型
の
訓
練
も

検
討
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

④
住
民
避
難
行
動
計
画
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
る
。
必
要
に
応
じ
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
平
常
時

か
ら
の
周
知
に
努
め
た
い
。

現
在
特
別
な
課
題
は
な
い
が
、

今
後
の
訓
練
で
見
え
て
く
る

課
題
を
防
災
対
策
の
見
直
し

に
つ
な
げ
た
い
。

⑤
引
き
続
き
県
原
子
力
防
災

訓
練
に
参
加
し
、
災
害
対
策

の
習
熟
と
関
係
機
関
と
の
協

力
体
制
の
強
化
に
努
め
た
い
。

消
防
団
の
充
実
強
化

問

①
方
面
隊
別
、
団
員
の
平
均

年
齢
と
年
齢
別
の
構
成
は
。

②
団
員
の
勤
め
先
は
。

③
女
性
消
防
団
員
の
任
用
と

活
動
状
況
は
。

④
退
団
者
の
再
任
用
は
。

⑤
消
防
団
出
動
の
弾
力
化
実

施
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答　
長
尾
総
務
部
長

①
平
均
年
齢
と
構
成
比
率
は

左
表
の
と
お
り
。

②
市
内
勤
務
者
５
０
３
人
で

62
・
７
％
、
市
外
勤
務
者
２

９
９
人
で
3７
・
３
％
で
あ
る
。

③
団
員
1７
人
で
、
火
災
予
防

週
間
の
防
火
広
報
、
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
宅
の
防
火
訪
問

活
動
等
に
従
事
し
て
い
る
。

④
退
団
者
に
よ
る
活
動
内
容

や
活
動
範
囲
を
限
定
し
た
支

援
団
員
制
度
の
導
入
な
ど
、

団
員
確
保
策
の
研
究
を
進
め

て
い
き
た
い
。

⑤
現
在
は
、
管
轄
ご
と
に
出

動
指
令
を
出
す
方
式
を
採
用

し
て
お
り
、
地
区
割
り
の
問

題
、
鎮
火
後
の
残
火
警
戒
す

る
担
当
分
団
の
問
題
が
あ
る
。

ま
た
１
１
９
番
通
報
の
通
信

指
令
室
へ
の
収
集
に
よ
り
、

火
災
出
動
の
指
令
を
管
轄
方

式
で
出
す
関
係
上
、
運
用
上

の
課
題
の
検
証
も
必
要
で
あ

る
。
今
後
消
防
団
と
の
協
議

を
重
ね
、
最
も
有
効
な
対
応

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

耕
作
放
棄
地
解
消

問
　
薬
用
植
物
な
ど
新
た
な
戦

略
品
目
を
導
入
し
、
特
徴
あ

る
産
地
を
育
成
す
る
た
め
有

望
作
物
の
選
定
等
を
行
い
、

地
域
関
係
者
と
も
連
携
し
た

安
定
し
た
農
家
経
営
を
推
進

す
る
た
め
に
、
市
と
し
て
助

言
や
支
援
は
で
き
な
い
か
。

答　
武
智
市
長

　

薬
用
作
物
は
、
外
国
産
品

と
の
価
格
差
が
大
き
く
品
質

規
格
が
厳
し
い
こ
と
、
一
般

的
な
取
引
市
場
が
な
く
契
約

栽
培
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
な
ど
、
導
入
に
は
い
ま

だ
多
く
の
課
題
が
あ
る
。
さ

ら
に
、
一
部
の
生
産
者
し
か

効
用
が
得
ら
れ
な
い
た
め
、

一
般
的
に
は
公
の
施
策
と
し

て
適
さ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
薬
用
作
物
に
は
、

年
々
増
加
す
る
鳥
獣
害
対
策

に
お
け
る
有
効
性
も
認
め
ら

れ
て
い
る
の
で
、
地
理
的
条

件
を
生
か
し
た
品
目
が
選
定

で
き
れ
ば
、
耕
作
放
棄
地
の

解
消
に
直
結
す
る
有
望
な
品

目
で
あ
る
。

　

今
後
も
県
、
Ｊ
Ａ
、
地
域

関
係
者
等
と
の
緊
密
な
連
携

に
よ
る
地
域
へ
の
助
言
、
支

援
に
努
め
て
い
き
た
い
。

年代別（歳） 割　合

全　体 802 45.5 40・50 67.8%

伊予方面隊 407 45.9 40・50 72.0%

中山方面隊 171 45.1 30・40 63.8%

双海方面隊 203 44.7 40・50 64.5%

本　団
（女性団員含む）

21 50.0 40・50 80.9%

主な年代別構成
平均年齢（歳）団員数（人）




